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書
画
骨
董
の
世
界
で
、
木
版
銅
版
石
版
な
ど
で
っ
た
も
の
を
広
く
「
す
り
も
の
（
物
刷
物
）」
と
呼
び
、
そ
の
う
ち
紙
一
枚
に
っ
た
も
の
を
「
一
枚
も
の
」
と
か
「
一
枚
（
刷
）」
と
呼
ぶ
が
、
文
字
の
み
の
も
の
、
絵
図
入
り
の
も
の
が
あ
り
、
紙
形
も
正
方
長
方
菱
形
扇
形
が
あ
り
、
か
つ
大
中
小
が
あ
っ
て
、

面
に
記
さ
れ
た
内
容
た
る
や
、
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
ほ
ど
種
々
多
様
で
あ
る
。
興
味
の
範
囲
か
ら
思
い
付
く
ま
ま
に
挙
げ
て
も
、
浮
世
絵
錦
絵
死
絵
上
方
絵

武
者
絵
相
撲
絵
祝
儀
絵
玩
具
絵
宝
船
絵
伝
一
代
記
大
小
暦
番
付

引
札
納
札
藩
札
略
縁
起
境
内
図
参
詣
図
涅
槃
図
地
図
図
彙
御
影

俳
諧
物
芝
居
案
内
節
用
双
六
面
子
瓦
版
立
版
古
効
能
書
勧
進
募

意
匠
雛
型
等
々
、
一
枚
の
世
界
は
際
限
な
く
広
く
深
い
。
大
田
南
畝
の
『
半
日
閑
話
』
に
「
江
戸
難
風
大
騒
一
枚
出
る
」
（
明
和
九
年
八
月
）、
「
十
八
日
よ
り
江
戸
自
慢
と
云
一
枚
出
る
。
江
戸
名
物
を
役
者
番
付
に
し
て
う
る
も
の
也
」
（
安
永
五
年
十
二
月
）、
ま
た
『
御
触
書
天
明
集
成
』
に
「
近
来
暦
類
紛
敷
板
行
致
し
候
も
の
有
之
旨
相
聞
、
甚
以
不
埒
之
至
候
、
向
後
略
暦
并
大
小
之
類
、
一
枚
之
品
ニ
候
て
も
、
聊
も
暦
ニ
似
寄
候
品
之
類
売
買
は
勿
論
、
売
等
堅
く
致
さ
せ
間
敷
候
」
（
天
明
四
年
九
月
付
、
触
書
三
一
九
六
）
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
の
記
録
に
は
「
一
枚
」
の
記
事
が
頻
出
す
る
。
こ
と
あ
る
ご
と
に
版
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
一
枚
の
起
源
を
制
作
年
代
が
明
確
な
世
界
最
古
の
印
刷
物
と
さ
れ
る
、
称
徳
女
帝
発
願
の
神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）
の
百
万
塔
陀
羅
尼
に
求
め
る
な
ら
ば
、
一
枚
の
歴
史
は
き
わ
め
て
古
く
、
内
容
の
優
劣
資
料
と
し
て
の
軽
重
を
問
わ
ず
、
た
っ
た
一
紙
の
「
す
り
も
の
」
に
よ
っ
て
情
報
を
発
信
し
よ
う
す
る
伝
統
は
、
わ
が
国
の
文
化
遺
産
と
し
て
誇
る
べ
き
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
情
報
機
器
が
発
達
し
、
居
な
が
ら
に
し
て
世
界
中
の
情
報
を
瞬
時
に
入
手
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
新
聞
の
朝
刊
に
は
一
枚
の
折
込
広
告
が
大
量
に
挟
ま
れ
、
商
店
街
繁
華
街
を
歩
け
ば
チ
ラ
シ
ビ
ラ
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
た
ぐ
い
が
否
応
な
く
手
渡
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
紙
媒
体
の
情
報
伝
達
が
急
速
に
消
沈
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
と
一
枚
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
激
増
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
書
画
骨
董
に
携
わ
る
人
た
ち
が
、
一
枚
の
「
す
り
も
の
」
を
指
し
て
「
一
枚
も
の
」
と
か
「
一
枚
」
と
い
う
と
き
は
、
そ
の
物
の
属
す
べ
き
分
野
が
確
立
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
浮
世
絵
や
錦
絵
、
引
札
や
納
札
、
俳
諧
物
や
番
付
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
好
事
家
が
お
り
、
確
か
な
研
究
分
野
と
認
め
ら
れ
て
優
れ
た
研
究
報
告
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
た
と
え
ば
、
仏
菩
の
像
容
を
描
い
た
い
わ
ゆ
る
御
影
は
、
「
ご
え
い
み
え
い
み
え
お
み
え
お
す
が
た
」
な
ど
と
多
様
に
呼
ば
れ
、
ま
た
「
仏
版
仏
版
画
」
の
名
称
で
一
括
り
に
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
一
枚
の
御
影
は
表
装
さ
れ
て
掛
軸
幅
物
と
呼
ば
れ
、
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
巻
物
と
呼
ば
れ
、
特
別
な
扱
い
を
受
け
る
。
そ
う
し
た
い
ま
だ
確
固
と
し
た
分
野
の
定
ま
ら
ぬ
、
従
来
研
究
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
「
一
枚
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
一
々
に
つ
い
て
小
釈
を
試
み
よ
う
と
思
う
。
な
お
、
各
項
冒
頭
に
掲
出
し
た
「
一
枚
」
は
、
断
ら
ぬ
限
り
す
べ
て
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
東
京
都
江
戸
川
区
）
の
所
蔵
資
料
で
あ
る
。
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伊
豆
国
伊
豆
御
宮
御
神
号
「
日
本
第
二
宗
伊
豆
国
伊
豆
御
宮
」
と
は
、
現
在
も
熱
海
市
伊
豆
山
に
鎮
座
す
る
伊
豆
山
神
社
の
こ
と
。
か
つ
て
伊
豆
大
権
現
と
称
さ
れ
た
神
々
の
体
系
を
、
主
尊
「
正 ま
さ
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
や
あ
か
つ
か
つ
は
や
ひ
あ
め
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と」
を
中
心
に
一
堂
に
あ
ら
わ
し
た
掛
軸
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
遍
照
権
現
へ
ん
じ
ょ
う
ご
ん
げ
ん
」
と
称
さ
れ
る
后
「
栲
幡
千
々
姫
た
く
は
た
ち
ぢ
ひ
め
」
、
若
宮
「
天 あ
ま
津 つ
彦
彦
火
瓊
々
杵
尊
ひ
こ
ひ
こ
ほ
の
に
に
ぎ
の
み
こ
と
」
と
共
に
、
若
宮
の
后
と
し
て
富
士
浅
間
神
、
皇
子
と
し
て
箱
根
権
現
の
神
が
登
場
す
る
点
で
あ
る
。
「
伊
豆
御
宮
」
は
、
伊
豆
山
に
と
ど
ま
ら
ず
、
富
士
や
箱
根
と
結
ば
れ
る
広
大
な
世
界
を
領
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
東
西
に
は
七
尾
七
社
な
な
お
な
な
し
ゃ
（
四
社
と
三
社
）
が
、
世
界
を
枠
取
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
号
の
拠
り
所
と
な
る
縁
起
が
、
般
若
院
別
当
周
道
は
ん
に
ゃ
い
ん
べ
っ
と
う
し
ゅ
う
ど
うが
編
纂
し
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
伊
豆
国
伊
豆
御
宮
伊
豆
大
権
現
略
縁
起 １
』
で
あ
る
。
「
夫 そ
れ
、
伊
豆
御
宮
お
ん
み
や
は
、
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
天
照
太
神
あ
ま
て
る
お
ほ
か
み
第
一
の
皇
子
、
正
哉
吾
勝
々
速
日
天
忍
穂
耳
尊
に
し
て
、
日
本
第
二
の
宗
と
崇
め
、
関
東
の
惣 そ
う鎮
守
な
り
」
と
始
ま
る
こ
の
縁
起
書
に
は
、
神
号
に
名
を
連
ね
る
神
々
の
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
（
但
し
、
富
士
浅
間
神
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
）。
周
道
は
、
伊
豆
大
権
現
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
般
若
院
に
お
い
て
寺
務
を
預
か
り
別
当
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
山
内
の
石
の
祠
の
建
立
や
末
代
上
人
ま
つ
だ
い
し
ょ
う
に
ん
宝
筺
印
塔
の
再
建
な
ど
、
い
ま
に
伝
わ
る
様
々
な
事
績
を
整
理
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
伊
豆
山
復
興
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る ２
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）、
周
道
は
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
伊
豆
山
を
徳
川
家
康
の
帰
依
を
受
け
て
復
興
さ
せ
た
般
若
院
初
代
別
当
快
運
の
二
百
年
遠
忌
を
催
し
た
。
そ
の
翌
年
、
幕
府
に
修
造
の
た
め
の
勧
化
を
願
い
出
で
、
翌
文
化
十
一
年
三
月
に
は
、
平
安
時
代
後
期
に
鳥
羽
上
皇
の
帰
依
を
受
け
富
士
山
に
一
切
経
を
埋
納
し
た
末
代
上
人
の
一
千
遠
忌
供
養
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
時
の
世
に
、
家
康
の
威
光
の
も
と
、
富
士
と
も
連
な
る
伊
豆
権
現
復
興
の
意
義
を
世
に
広
く
知
ら
し
め
る
う
え
で
、
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
同
年
十
月
、
府
内
と
武
蔵
相
模
伊
豆
駿
河
甲
斐
の
五
カ
国
に
お
け
る
三
年
の
勧
化
の
許
可
が
下
り
る
。
『
略
縁
起
』
の
開
板
と
刊
行
は
、
ま
さ
に
こ
の
年
の
こ
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代
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期
天
岩
戸
嶽
東
七
尾
四
社
大
明
神
天
神
地
祗
十
五
王
子
天
曽
孫
尊
崇
箱
根
大
権
現
伊
豆
若
宮
皇
子
彦
火
々
出
見
尊
冨
士
浅
間
大
神
伊
豆
若
宮
皇
妃
木
花
開
耶
姫
命
早
吉
利
大
明
神
日
本
第
二
宗
伊
豆
国
伊
豆
御
宮
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
遍
照
大
権
現
伊
豆
御
宮
皇
后
栲
幡
千
々
姫
命
手
入
玉
大
明
神
天
孫
伊
豆
若
宮
奇
瑞
神
号
光
宮
天
津
彦
々
火
瓊
々
杵
尊
高
天
原
嶺
西
七
尾
三
社
大
明
神
百
八
末
社
満
山
諸
神
（
天
照
大
神
）
と
で
あ
っ
た
。
『
略
縁
起
』
は
勧
化
の
要
と
し
て
編
纂
さ
れ
、
神
号
も
一
具
の
も
の
と
し
て
開
板
頒
布
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
周
道
は
、『
略
縁
起
』
と
神
号
の
開
板
を
通
し
て
、
伊
豆
大
権
現
の
神
々
の
世
界
に
、
当
時
の
国
学
や
神
道
界
の
運
動
と
も
連
動
し
た
、
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
ん
だ
。
ま
ず
、
神
号
の
上
部
、
雲
に
乗
っ
て
影
向
す
る
神
鏡
の
な
か
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
み
ず
ら
を
結
い
、
背
に
千

ち
の
り
の
靫 ゆ
きと
五
百

い
ほ
り
の
靫 ゆ
きを
負
っ
て
、
弓
を
持
つ
そ
の
特
異
な
姿
は
、
高
天
原
に
や
っ
て
き
た
ス
サ
ノ
ヲ
と
対
峙
し
誓
約
う
け
い
す
る
ア
マ
テ
ラ
ス
の
象
徴
的
な
図
像
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
の
姿
を
図
像
化
し
た
こ
の
尊
像
は
、
伯
家
は
く
け
神
道
伝
来
の
像
と
し
て
、
宝
暦
年
間
に
学
頭
森
顕
胤
の
教
導
を
受
け
た
富
士
吉
田
河
口
の
御
師
た
ち
を
介
し
て
そ
の
後
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い ３
。
一
方
、『
略
縁
起
』
に
は
、
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
と
七
尾
七
社
の
神
々
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誓
約
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
皇
子
で
あ
る
こ
と
が
、
口
決
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
御
神
号
は
、
当
時
世
間
に
広
く
流
布
し
て
い
た
ア
マ
テ
ラ
ス
の
図
像
を
導
入
し
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
頂
点
と
す
る
伊
豆
大
権
現
の
神
々
の
体
系
を
文
字
で
あ
ら
わ
し
た
、
画
期
的
な
所
産
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
に
象
ら
れ
た
神
々
の
系
譜
を
図
に
あ
ら
わ
せ
ば
、
 資
料
一

の
よ
う
に
な
る
。
い
ま
こ
こ
に
、
御
神
号
を
介
し
て
、
神
々
の
祭
祀
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
し
よ
う
。
主
尊
天
忍
穂
耳
尊
を
祀
る
神
殿
の
背
後
に
は
、
天
高
く
「
岩
戸
山
」
が
聳
え
る
。
そ
れ
は
ア
マ
テ
ラ
ス
が
復
活
を
遂
げ
た
「
天
岩
戸
」
で
あ
り
、
同
時
に
『
略
縁
起
』
に
伊
豆
の
神
々
の
降
臨
の
地
と
記
さ
れ
る
「
高
天
原
嶺
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
「
岩
戸
山
」
を
挟
ん
で
東
西
に
、
か
つ
て
は
七
尾
七
社
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
神
殿
の
内
部
に
目
を
む
け
て
み
れ
ば
、
天
忍
穂
耳
尊
の
許
に
、
従
神
で
あ
る
早
吉
利
は
や
き
り
大
明
神
と
手
入
玉
て
い
る
た
ま
大
明
神
が
控
え
る
。
天
忍
穂
耳
尊
は
伊
豆
山
に
お
い
て
月
鏡
つ
き
の
か
が
みと
し
て
現
れ
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
早
吉
利
を
「
剣
」
、
手
入
玉
を
「
玉
」
と
観
ず
れ
ば
、
そ
の
祭
祀
空
間
は
三
種
の
神
器
を
祀
る
場
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
。
周
道
が
、
代
々
の
別
当
に
継
承
さ
れ
て
き
た
伊
豆
大
権
現
の
縁
起
書
で
あ
る
『
走
湯
山
そ
う
と
う
さ
ん
縁
起
』
『
走
湯
山
秘
訣
』
（
鎌
倉
時
代
）
を
基
に
縁
起
を
新
た
に
編
纂
し
、
か
つ
神
号
の
開
板
を
通
し
て
視
覚
化
し
て
み
せ
た
の
は
、
そ
う
し
た
祭
祀
空
間
と
一
体
で
あ
る
と
こ
ろ
の
伊
豆
権
現
の
象
徴
的
な
世
界
で
は
な
か
っ
た
か
。
周
道
や
伊
豆
山
の
修
験
が
伯
家
神
道
に
入
門
し
て
い
た
記
録
は
、
未
だ
見
い
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
伯
家
伝
来
の
尊
像
の
も
と
に
、
『
略
縁
起
』
と
対
応
す
る
神
々
の
世
界
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
開
板
さ
れ
、
頒
布
さ
れ
た
こ
と
か
ら
は
、
伊
豆
山
復
興
の
た
め
の
勧
化
の
背
景
に
、
伊
豆
山
の
修
験
と
富
士
の
御
師
た
ち
の
結
び
つ
き
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
伊
豆
国
伊
豆
御
宮
御
神
号
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
近
世
末
期
の
伊
豆
権
現
の
歴
史
と
思
想
、
文
化
を
証
言
し
、
そ
の
世
界
を
伝
え
て
く
れ
る
、
貴
重
な
歴
史
資
料
な
の
で
あ
る
。
（
阿
部
美
香
）
 資
料
一

伊
豆
大
権
現
の
神
統
譜
 注

1
『
神
道
大
系
』（
神
社
編
二
十
一
三
島
箱
根
伊
豆
山
）
2
『
熱
海
市
史
』
上
巻
3
竹
谷
靱
負
『
富
士
山
の
祭
神
論
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
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天
照
大
神
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
伊
豆
大
権
現
天
津
彦
彦
火
瓊
々
杵
尊
栲
幡
千
々
姫
遍
照
大
権
現
箱
根
大
権
現
木
花
開
耶
姫
冨
士
浅
間
大
神
火
闌
降
命
火
明
命
彦
火
火
出
見
尊
若
宮
2．
松
平
乗
全
筆
室
泉
寺
蔵
版
「
普
賢
延
命
菩
像
」
東
京
渋
谷
区
の
源
秀
山
室
泉
寺
（
現
、
高
野
山
真
言
宗
）
が
出
し
た
「
普
賢
延
命
菩

像
」
で
あ
る
。
画
中
に
「
三
州
西
尾
城
主
松
平
乗
全
侯
筆
」、「
東
京
渋
谷
村
室
泉
寺
蔵
版
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
愛
知
県
西
尾
の
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
乗
全
が
作
画
し
、
室
泉
寺
が
開
版
し
た
と
知
れ
る
。
松
平
乗
全
（
一
七
九
五
一
八
七
〇
）
は
三
河
西
尾
藩
六
万
石
の
第
四
代
藩
主
で
、
「
安
政
の
大
獄
」
の
時
の
幕
府
老
中
職
で
あ
っ
た
。
幕
末
の
混
乱
期
に
重
責
を
担
っ
て
い
た
乗
全
は
、
世
の
泰
平
を
祈
り
、
心
の
平
安
を
求
め
て
仏
教
に
深
く
帰
依
し
た
。
ま
た
書
画
詩
歌
を
愛
し
、
と
く
に
画
才
に
優
れ
た
乗
全
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）、
師
檀
関
係
を
結
ん
で
い
た
越
中
立
山
の
芦
峅
寺
宝
泉
坊
に
「
立
山
曼
陀
羅
」
を
模
写
し
て
寄
進
す
る
な
ど
、
卓
越
し
た
画
才
と
強
い
信
仰
心
を
有
し
て
い
た
。
室
泉
寺
は
も
と
も
と
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
の
寺
院
で
、
江
戸
の
芝
金
杉
の
地
に
あ
っ
た
の
を
、
泉
州
大
鳥
の
神
鳳
寺
を
中
興
し
た
快
円
恵
空
が
譲
り
受
け
、
下
渋
谷
村
の
松
平
忠
益
の
抱
屋
敷
を
拝
領
し
た
際
に
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
二
月
、
寺
社
奉
行
に
願
い
出
て
現
在
地
の
渋
谷
区
東
三
丁
目
へ
移
っ
た
。
こ
の
と
き
室
泉
寺
は
覚
彦
浄
厳
が
開
山
し
た
江
戸
湯
島
の
霊
雲
寺
の
嘱
下
に
入
り
、
明
治
初
年
ま
で
霊
雲
一
派
で
あ
っ
た
。
快
円
は
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
に
浄
厳
に
菩
戒
を
授
け
て
お
り
、
そ
の
法
縁
は
三
十
年
の
時
を
経
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
覚
彦
浄
厳
は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
河
内
国
錦
部
郡
鬼
住
村
（
現
、
河
内
長
野
市
神
ガ
丘
）
に
生
ま
れ
、
高
野
山
で
修
行
後
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
生
誕
地
に
薬
樹
山
延
命
寺
を
創
建
し
た
。
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
か
ら
江
戸
湯
島
に
三
五
〇
〇
坪
の
寺
地
を
与
え
ら
れ
、
真
言
宗
関
東
総
禄
と
し
て
宝
林
山
霊
雲
寺
を
創
建
し
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
六
月
二
十
七
日
、
霊
雲
寺
に
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。
さ
て
、
普
賢
延
命
菩
は
、
普
賢
菩
か
ら
派
生
し
た
密
教
系
の
尊
像
で
、
災
い
を
除
き
、
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
修
す
る
「
普
賢
延
命
法
」
の
本
尊
で
あ
る
。
単
独
で
祀
ら
れ
る
場
合
は
普
賢
菩
像
と
同
じ
く
、
白
象
の
上
に
蓮
華
座
を
乗
せ
、
そ
の
上
に
結
跏
趺
坐
し
た
姿
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
真
言
系
と
天
台
系
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
台
系
は
二
臂
の
菩
を
三
つ
の
頭
を
持
つ
一
頭
の
像
が
支
え
る
姿
で
表
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
真
言
系
は
二
十
臂
の
菩
が
乗
る
蓮
華
座
を
四
頭
の
白
象
で
支
え
る
像
容
を
基
本
と
す
る
。
乗
全
が
描
い
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
真
言
系
の
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
る
が
、
白
象
の
頭
上
に
は
四
天
王
が
立
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
白
象
を
二
十
四
頭
の
同
じ
く
白
象
が
支
え
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
乗
全
が
覚
彦
浄
厳
の
作
例
を
極
め
て
正
確
に
模
写
し
た
か
ら
で
あ
る
。
覚
彦
浄
厳
の
開
版
し
た
「
普
賢
延
命
菩
像
」
は
、
木
版
彩
色
の
荘
厳
な
作
例
で
、
画
中
に
「
霊
雲
浄
厳
印
施
」
と
あ
っ
て
、
浄
厳
が
江
戸
湯
島
に
霊
雲
寺
を
開
山
し
た
元
禄
四
年
以
降
に
開
版
し
、
有
信
の
人
々
に
施
し
た
も
の
と
知
れ
る
。
印
施
と
は
、
寺
や
神
社
な
ど
で
、
人
々
の
利
益
や
幸
い
の
た
め
に
、
尊
像
や
御
縁
起
な
ど
を
印
版
し
て
配
布
す
る
こ
と
で
あ
る
。
浄
厳
は
「
普
賢
延
命
菩
像
」
の
ほ
か
に
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木
版
墨

一
二
一
〇
×
四
二
五
㎝
明
治
時
代
も
「
光
明
真
言
曼
荼
羅
」
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
版
画
を
多
数
印
版
し
て
い
る
。
浄
厳
が
印
施
し
た
仏
版
に
関
す
る
記
録
は
、
高
弟
の
惟
宝
房
蓮
体
が
述
し
た
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
浄
厳
大
和
尚
霊
徳
記
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
仏
教
版
画
を
印
施
し
て
衆
庶
を
教
化
す
る
こ
と
の
意
義
を
、
浄
厳
と
高
弟
の
蓮
体
が
強
く
感
じ
て
い
た
証
左
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
「
霊
徳
記
」
に
「
印
施
」
の
項
目
を
採
録
し
た
こ
と
も
、
浄
厳
が
開
版
印
施
し
た
仏
教
版
画
が
、
そ
れ
だ
け
広
く
人
々
の
信
仰
を
集
め
、
そ
の
功
徳
が
多
か
っ
た
こ
と
を
も
の
語
っ
て
い
る
。
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
（
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
、
光
台
院
寄
託
本
）
に
は
、
和
上
、
常
ニ
諸
尊
ノ
形
像
ヲ
印
施
シ
玉
フ
事
和
尚
平
生
真
言
教
ノ
淪
墜
シ
テ
両
界
形
像
ノ
参
差
セ
ル
コ
ト
ヲ
テ
、
両
部
ノ
漫
拏
羅
ヲ
印
板
ト
シ
、
形
像
ヲ
丁
寧
ニ
考
テ
印
相
ヲ
正
シ
、
乞
者
ア
レ
バ
紙
墨
ノ
料
ヲ
弁
ゼ
シ
メ
テ
施
シ
玉
フ
。
又
、
弁
才
天
女
ノ
形
像
ハ
、
世
ニ
偽
作
経
流
布
ス
ル
ニ
依
テ
形
像
モ
亦
仏
説
ニ
叶
ハ
ザ
ル
ガ
故
ニ
、
最
勝
王
経
ノ
説
ニ
依
テ
印
板
ト
シ
テ
有
信
ノ
人
ニ
施
シ
、
準
胝
仏
ノ
母
地
蔵
菩
像
不
動
明
王
大
威
徳
普
賢
延
命
般
若
仏
母
等
ノ
像
ヲ
印
板
ト
シ
テ
、
乞
ニ
随
テ
施
シ
、
又
、
光
明
字
輪
ニ
両
部
ノ
大
日
如
来
ヲ
図
シ
テ
施
シ
、
其
ノ
契
約
ハ
皆
日
課
ノ
真
言
ヲ
以
テ
定
メ
玉
ヘ
リ
。
又
、
光
明
真
言
大
金
剛
輪
陀
羅
尼
尊
勝
宝
篋
印
陀
羅
尼
三
帰
懺
悔
ノ
文
臨
終
印
明
護
身
法
光
言
七
印
等
ヲ
モ
印
施
シ
玉
フ
ニ
、
日
課
ノ
契
約
等
差
ア
リ
。
故
ニ
関
八
州
ニ
名
号
字
輪
血
脈
ヲ
持
セ
ル
物
頗
ル
多
シ
。
と
記
し
、
真
言
宗
内
の
堕
落
を
嘆
い
て
い
た
浄
厳
が
、
形
像
を
儀
軌
と
丁
寧
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
印
相
を
正
し
、
印
版
し
て
人
々
に
施
し
た
と
伝
え
、
「
霊
徳
記
」
は
浄
厳
が
印
施
し
た
仏
教
版
画
は
、
関
八
州
に
広
く
流
布
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
浄
厳
は
仏
版
を
授
け
る
際
に
は
、
受
者
に
必
ず
光
明
真
言
や
真
言
陀
羅
尼
の
念
誦
を
約
束
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
浄
厳
が
種
々
印
施
し
た
仏
版
が
霊
雲
寺
の
経
済
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
量
で
き
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
、
た
と
え
ば
「
普
賢
延
命
菩
像
」
の
授
受
に
あ
た
っ
て
厳
格
な
契
約
を
結
ん
で
い
た
り
、
形
像
を
丁
寧
に
考
え
て
印
相
を
正
し
た
も
の
を
印
施
し
て
世
に
広
め
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
仏
教
版
画
や
光
明
真
言
を
も
っ
て
衆
庶
檀
信
徒
を
化
導
し
、
真
言
僧
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
宗
内
ま
た
仏
教
界
の
復
興
を
志
し
て
い
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
浄
厳
の
多
岐
に
わ
た
る
教
化
の
一
端
を
考
察
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
意
義
深
く
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
浄
厳
が
開
版
印
施
し
た
「
普
賢
延
命
菩
像
」
の
形
像
は
ま
さ
し
く
新
安
流
の
、
浄
厳
一
流
の
形
像
で
あ
っ
て
、
霊
雲
寺
お
よ
び
延
命
寺
に
お
い
て
開
山
和
尚
の
遺
風
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
。
今
こ
こ
に
筆
者
家
蔵
の
も
の
を
掲
出
し
て
お
こ
う
。
松
平
乗
全
は
、
こ
の
浄
厳
印
施
「
普
賢
延
命
菩
像
」
を
そ
の
画
才
と
信
仰
心
か
ら
模
写
し
、
室
泉
寺
が
霊
雲
寺
末
で
あ
っ
た
所
縁
を
も
っ
て
室
泉
寺
に
寄
進
し
開
版
印
施
し
た
の
で
あ
る
。
印
施
と
い
う
方
法
を
も
っ
て
正
し
い
形
像
を
宗
門
内
外
、
そ
し
て
広
く
衆
庶
に
知
ら
し
め
ん
と
し
た
浄
厳
の
願
い
は
こ
う
し
て
一
つ
の
形
と
な
っ
た
。
室
泉
寺
蔵
版
乗
全
筆
「
普
賢
延
命
菩
像
」
に
は
、
お
よ
そ
一
五
〇
年
の
時
を
経
て
も
霊
雲
寺
開
山
浄
厳
和
尚
の
遺
風
が
重
ん
じ
ら
れ
て
お
り
、
改
め
て
浄
厳
の
印
施
活
動
の
影
響
の
大
き
さ
と
、
そ
の
行
業
の
偉
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
浄
厳
の
印
施
活
動
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
言
い
足
り
な
い
の
で
後
考
に
期
し
た
い
。
（
寺
津
麻
理
絵
）
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3．
魚
籃
観
音
御
影
東
京
港
区
三
田
の
浄
土
宗
三
田
山
魚
籃
寺
が
開
版
し
た
魚
籃
観
音
の
御
影
ふ
だ
は
、
右
手
に
竹
で
編
ん
だ
魚
籠
を
持
ち
、
蓮
の
葉
に
乗
っ
た
魚
籃
観
音
が
右
足
を
一
歩
踏
み
出
す
、
そ
の
一
瞬
を
と
ら
え
た
も
の
で
、
そ
の
尊
顔
は
見
目
麗
し
く
、
唐
様
に
結
い
上
げ
た
御
髪
、
ま
ろ
や
か
な
肩
の
線
に
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
衣
の
裾
を
摘
み
上
げ
る
左
手
の
小
指
は
し
な
や
か
に
細
く
、
の
ぞ
く
瓔
珞
は
、
こ
の
乙
女
が
観
音
菩
の
化
身
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
魚
籃
観
音
は
ま
こ
と
に
美
し
い
乙
女
の
お
姿
な
の
で
あ
る
。
門
前
の
坂
道
が
魚
籃
坂
と
呼
ば
れ
る
由
来
と
な
っ
た
魚
籃
寺
は
、
江
戸
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
第
二
十
五
番
札
所
で
あ
り
、
魚
籠
を
さ
げ
た
美
し
い
女
人
と
い
う
め
ず
ら
し
い
お
姿
か
ら
、
大
漁
や
航
海
安
全
を
願
う
漁
業
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
美
や
安
産
を
願
う
女
性
か
ら
も
人
気
が
あ
っ
て
、
今
も
参
詣
者
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
が
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
の
あ
り
さ
ま
は
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
や
『
江
戸
砂
子
』
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
魚
籃
寺
の
濫
觴
を
、
第
七
世
住
持
で
当
寺
を
中
興
し
た
塔
誉
善
秀
が
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
開
版
し
た
『
魚
籃
観
世
音
菩
略
縁
起
』
に
み
れ
ば
、
そ
の
昔
、
中
国
唐
の
時
代
、
金
沙
と
い
う
と
こ
ろ
に
籠
を
さ
げ
、
魚
を
売
る
麗
し
い
乙
女
が
い
た
。
あ
ま
た
の
求
婚
者
た
ち
に
仏
経
の
暗
誦
が
で
き
た
ら
と
の
条
件
を
つ
け
て
、
た
だ
一
人
こ
れ
を
見
事
に
成
し
遂
げ
た
馬
郎
と
い
う
若
者
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
乙
女
は
そ
の
と
き
に
わ
か
に
没
し
て
し
ま
う
。
こ
の
女
性
は
仏
法
を
広
め
る
た
め
に
顕
現
し
た
観
音
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
縁
起
譚
は
、
法
華
経
普
門
品
に
説
か
れ
る
「
応
以
婦
女
身
得
度
者
、
即
現
婦
女
身
而
為
説
法
（
ま
さ
に
婦
女
の
身
を
も
っ
て
得
度
す
べ
き
も
の
に
は
、
す
な
わ
ち
婦
女
の
身
を
現
し
て
た
め
に
法
を
説
く
）」
の
意
を
説
話
化
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
さ
て
、
舞
台
は
日
本
に
移
り
、
法
誉
上
人
と
い
う
知
徳
高
い
僧
が
た
ま
た
ま
長
崎
に
遊
化
の
折
り
、
霊
夢
の
導
き
に
よ
り
馬
郎
の
子
孫
か
ら
御
長
六
寸
あ
ま
り
の
木
造
の
魚
籃
観
音
を
託
さ
れ
た
。
法
誉
は
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
豊
前
国
中
津
に
魚
籃
観
音
を
本
尊
と
し
て
魚
籃
院
を
建
立
し
て
祀
っ
た
が
、
そ
の
後
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
武
州
三
田
の
浄
閑
寺
境
内
に
一
宇
を
建
て
、
魚
籃
観
音
を
奉
安
し
た
。
そ
の
後
、
浄
閑
寺
は
三
ノ
輪
に
移
っ
た
が
、
法
誉
の
弟
子
称
誉
が
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
に
跡
地
に
新
た
に
魚
籃
寺
を
建
立
し
、
こ
こ
に
魚
籃
観
音
を
祀
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
今
に
続
く
魚
籃
寺
で
あ
る
。
魚
籃
観
音
の
霊
験
は
ま
こ
と
に
あ
ら
た
か
で
、
浄
閑
寺
の
こ
ろ
に
印
版
さ
れ
た
も
の
や
、
大
き
さ
や
尊
像
の
向
き
が
異
な
る
も
の
な
ど
多
く
の
種
類
が
開
版
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
ご
利
益
を
語
る
略
縁
起
が
上
梓
さ
れ
た
。
『
魚
籃
観
音
霊
験
記
』
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
三
月
に
魚
籃
寺
が
開
版
し
た
略
縁
起
で
、
十
五
話
の
霊
験
譚
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
魚
籃
観
音
の
霊
験
功
徳
を
も
の
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
第
一
話
が
剣
難
身
代
わ
り
の
霊
験
譚
で
あ
る
。
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
こ
ろ
、
細
川
越
中
守
殿
の
山
田
直
清
と
い
う
も
の
が
罪
を
犯
し
、
ま
さ
に
首
を
討
た
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
役
人
の
持
つ
太
刀
が
三
段
に
折
れ
た
。
役
人
は
刀
を
替
え
、
再
び
試
み
る
が
、
や
は
り
三
つ
に
折
れ
て
し
ま
う
。
奉
行
は
不
思
議
に
思
い
、
大
守
に
事
の
次
第
を
告
げ
る
と
、
大
守
は
す
ぐ
さ
ま
直
清
を
召
し
て
問
う
た
。
直
清
は
、
自
分
は
長
年
魚
籃
寺
の
観
音
を
信
仰
し
て
お
り
、
死
の
間
際
に
あ
っ
て
一
心
に
観
音
を
念
じ
た
と
こ
ろ
、
観
音
の
妙
智
力
に
よ
っ
て
太
刀
が
折
れ
て
、
命
を
救
わ
れ
た
の
だ
と
答
え
る
と
、
罪
を
赦
さ
れ
た
。
直
清
は
い
よ
い
よ
信
心
渇
仰
の
あ
ま
り
真
影
を
模
写
し
て
生
涯
奉
仕
し
た
。
こ
の
こ
と
が
間
に
流
布
し
、
剣
難
身
代
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木
版
墨

三
三
五
×
二
四
五
㎝
江
戸
時
代
わ
り
の
観
音
と
し
て
信
奉
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
霊
験
利
益
の
あ
り
の
ま
ま
を
つ
ぶ
さ
に
描
い
た
掛
け
軸
が
宝
前
に
捧
げ
ら
れ
、
そ
の
裏
書
に
は
「
現
世
に
刀
尋
段
々
壊
の
御
利
益
を
蒙
り
奉
る
。
未
来
成
仏
何
疑
歟
あ
ら
む
。
直
清
自
筆
也
」
と
書
き
添
え
ら
れ
た
。
魚
籃
観
音
は
海
に
纏
わ
る
観
音
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
る
が
、
こ
と
魚
籃
寺
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
霊
験
譚
か
ら
身
代
わ
り
観
音
と
し
て
特
に
人
気
を
集
め
、
「
身
代
り
観
世
音
略
縁
起
」
と
い
う
一
枚
物
の
縁
起
が
印
施
さ
れ
た
。
魚
籃
寺
の
本
堂
に
は
『
魚
籃
観
音
霊
験
記
』
の
刀
が
段
々
に
折
れ
る
絵
場
面
を
刻
し
た
欄
間
が
あ
っ
て
、
今
も
霊
験
譚
が
息
づ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
魚
籃
観
音
霊
験
記
』
は
、
こ
の
話
が
真
言
の
学
僧
と
し
て
名
高
い
惟
宝
蓮
体
（
一
六
六
三
一
七
二
六
）
の
『
観
音
冥
応
集
』
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
『
観
音
冥
応
集
』
に
は
見
え
ず
、
蓮
体
が
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
上
梓
し
た
『
真
言
礦
石
集
』
に
載
っ
て
い
る
。
『
魚
籃
観
音
霊
験
記
』
の
誤
り
で
あ
る
が
、
蓮
体
は
『
礦
石
集
』
の
魚
籃
寺
の
項
に
「
予
元
禄
二
年
ニ
往
テ
親 マリ
アタ
リ
此
ヲ
拝
セ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
元
禄
二
年
（
一
六
九
一
）
に
師
の
覚
彦
浄
厳
に
従
い
江
戸
に
あ
っ
た
折
り
、
実
際
に
魚
籃
寺
に
赴
い
て
魚
籃
観
音
を
拝
し
、
山
田
直
清
の
奉
納
し
た
剣
難
身
代
わ
り
の
額
絵
を
見
て
、
そ
の
霊
験
譚
を
も
聞
い
た
と
記
し
、
「
今
に
繁
昌
の
地
な
り
」
と
魚
籃
寺
の
活
気
を
伝
え
て
い
る
。
蓮
体
の
著
作
に
は
『
礦
石
集
』『
冥
応
集
』『
役
行
者
霊
験
記
』
な
ど
仏
教
説
話
集
も
多
い
が
、
蓮
体
は
生
地
の
河
内
国
周
辺
は
勿
論
の
こ
と
、
師
の
浄
厳
に
従
っ
て
江
戸
や
四
国
へ
と
教
化
に
赴
い
た
折
り
に
は
、
そ
の
先
々
で
話
種
を
伝
え
る
現
地
に
足
を
運
び
、
実
際
に
見
聞
し
た
こ
と
を
著
作
に
採
録
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
『
礦
石
集
』
は
、
こ
の
剣
難
身
代
わ
り
の
出
来
事
を
天
和
年
中
と
し
、
刀
が
三
つ
に
折
れ
る
と
い
う
の
は
、
法
華
経
普
門
品
の
偈
に
「
刀
尋
段
々
壊
」
と
説
か
れ
て
い
る
と
、
そ
の
出
典
を
明
記
し
、
『
礦
石
集
』
が
「
講
釈
集
」
で
あ
る
こ
と
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
蓮
体
の
学
僧
と
し
て
の
真
摯
な
姿
勢
と
、
衆
庶
教
化
を
念
頭
に
入
れ
た
配
慮
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
魚
籃
観
世
菩
の
御
詠
歌
「
身
を
わ
け
て
救
う
乙
女
の
魚
か
ご
に
誓
い
の
海
の
深
き
を
ぞ
知
る
」
は
、
魚
籃
観
音
の
あ
り
が
た
い
ご
利
益
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。
乙
女
の
持
つ
魚
籠
の
「
か
ご
」
は
観
音
菩
の
「
加
護
」
を
あ
ら
わ
し
、
人
間
を
悪
鬼
や
悪
難
か
ら
加
護
を
も
っ
て
掬
う
（
救
う
）
と
い
う
意
味
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。
魚
籃
観
音
の
慈
悲
は
母
な
る
海
の
よ
う
に
広
く
深
く
、
た
と
え
そ
れ
が
罪
人
で
あ
っ
て
も
、
一
心
無
二
に
魚
籃
観
音
を
信
じ
奉
れ
ば
、
か
の
直
清
の
時
の
よ
う
に
、
顕
現
し
て
必
ず
救
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
手
に
魚
籠
を
持
ち
、
蓮
の
葉
に
乗
っ
た
魚
籃
観
音
が
右
足
を
一
歩
踏
み
出
す
、
そ
の
視
線
の
先
に
は
、
今
ま
さ
に
処
刑
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
咎
人
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
利
益
縁
起
が
声
高
ら
か
に
語
ら
れ
る
瞬
間
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
魚
籃
観
音
御
影
ふ
だ
は
、
た
っ
た
一
枚
で
は
あ
る
が
、
そ
の
利
益
を
雄
弁
に
か
た
る
略
縁
起
で
あ
り
、
深
遠
な
る
ご
利
益
縁
起
の
世
界
へ
人
々
を
誘
う
一
枚
の
招
待
状
な
の
で
あ
る
。
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
が
、「
略
縁
起
」
は
、「
利
益
縁
起
」
で
あ
っ
て
、
経
論

御
詠
歌
和
讃
絵
馬
御
影
ふ
だ
等
々
、
ご
利
益
を
説
き
語
る
も
の
は
、
お
お
よ
そ
す
べ
て
「
り
や
く
え
ん
ぎ
」
な
の
だ
と
心
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
［
付
記
］
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
三
田
山
魚
籃
寺
の
山
田
智
之
御
住
職
か
ら
御
教
示
と
御
親
切
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
寺
津
麻
理
絵
）
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「観音の妙智力によつてたちおれ直清が一命助る」
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4．
中
田
観
音
御
影
一
心
十
界
図
旧
地
名
か
ら
、
中
田
観
音
の
通
称
で
親
し
ま
れ
る
福
島
県
大
沼
郡
美
里
町
の
曹
洞
宗
普
門
山
弘
安
寺
の
本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
優
品
で
す
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
脇
侍
の
地
蔵
菩

不
動
明
王
と
と
も
に
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
に
長
者
の
江
川
常
俊
が
娘
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
鋳
造
し
た
も
の
で
、
寺
は
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
津
三
十
三
観
音
巡
礼
の
三
十
番
札
所
で
あ
る
弘
安
寺
は
、
鳥
追
観
音
（
金
剛
山
如
法
寺
）
立
木
観
音
（
金
塔
山
恵
隆
寺
）
と
と
も
に
、
長
患
い
を
し
な
い
で
往
生
で
き
る
よ
う
「
だ
き
つ
き
柱
」
に
抱
き
つ
い
て
祈
願
す
る
「
会
津
こ
ろ
り
三
観
音
」
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
安
産
の
守
護
仏
と
し
て
も
名
高
く
、
さ
ら
に
こ
の
寺
で
出
さ
れ
る
土
守
つ
ち
ま
も
り
は
、
本
尊
の
十
一
面
観
世
音
像
を
造
立
し
た
時
の
鋳
型
取
り
に
使
っ
た
土
が
入
っ
て
い
る
と
い
い
、
旅
に
出
て
も
他
所
の
土
に
な
ら
ず
、
無
事
に
わ
が
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
今
も
諸
願
を
抱
く
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
右
の
一
幅
は
四
段
構
成
で
、
上
段
に
賜
紫
芻
七
十
二
楳
仙
衲
に
よ
る
賛
題
が
「
触
目
宝
土
何
労
、
追
尋
六
凡
四
聖
、
一
念
三
心
虚
真
法
界
、
水
鳥
樹
林
、
光
明
照
、
日
昇
月
沈
」
と
記
さ
れ
、
二
段
目
に
脇
侍
の
不
動
明
王
と
地
蔵
菩
を
従
え
た
中
田
観
音
の
御
影
、
三
段
目
に
一
心
十
界
図
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
中
央
に
「
心
」
の
一
字
を
据
え
、
そ
の
周
り
に
地
獄
餓
鬼
畜
生
修
羅
人
間
天
上
の
六
凡
と
、
声
聞
縁
覚
菩

仏
の
四
聖
の
十
界
が
区
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
は
こ
の
十
界
の
中
で
輪
廻
転
生
を
繰
り
返
す
の
で
す
が
、
そ
の
原
因
は
因
果
応
報
の
道
理
に
よ
る
こ
と
が
最
下
段
に
絵
解
き
の
説
明
文
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
賜
紫
芻
七
十
二
楳
仙
衲
は
総
持
寺
貫
主
曹
洞
宗
管
長
を
歴
任
し
た
畔
上
楳
仙
（
一
八
二
五
一
九
〇
一
）
の
こ
と
で
、
賛
題
末
尾
に
明
治
二
十
九
年
十
一
月
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
幅
は
そ
の
こ
ろ
弘
安
寺
第
十
九
世
碩
淳
に
よ
っ
て
印
施
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
野
口
英
世
の
母
シ
カ
（
一
八
五
三
一
九
一
八
）
が
中
田
観
音
を
熱
心
に
信
仰
し
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
津
の
生
ん
だ
世
界
的
な
医
学
者
で
、
医
聖
と
讃
え
ら
れ
る
野
口
英
世
（
一
八
七
六
一
九
二
八
）
は
、
か
つ
て
は
最
も
多
く
読
ま
れ
た
偉
人
伝
中
の
偉
人
で
し
た
。
磐
梯
山
の
ふ
も
と
猪
苗
代
の
貧
し
い
農
家
に
生
ま
れ
、
幼
時
に
大
火
傷
を
負
っ
て
手
に
障
害
を
持
ち
、
テ
ン
ボ
ー
と
か
ら
か
わ
れ
、
い
じ
め
ら
れ
な
が
ら
、
し
か
し
貧
し
く
辛
い
毎
日
の
な
か
で
懸
命
に
勉
学
に
励
み
、
つ
い
に
世
界
的
な
医
学
者
と
な
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
ま
で
の
人
物
に
な
り
え
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
明
治
大
正
期
に
生
き
た
日
本
人
に
誇
り
を
与
え
、
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
を
抱
か
せ
た
の
で
し
た
。
右
の
一
幅
が
印
施
さ
れ
た
明
治
二
十
九
年
と
い
え
ば
、
英
世
が
恩
師
の
旧
会
津
藩
士
で
猪
苗
代
高
等
小
学
校
の
訓
導
だ
っ
た
小
林
栄
か
ら
四
十
円
の
大
金
を
借
り
て
上
京
し
、
医
師
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
な
医
術
開
業
試
験
の
前
期
試
験
に
合
格
し
た
年
で
す
。
そ
の
頃
、
母
の
シ
カ
は
弘
安
寺
に
月
参
り
し
た
折
に
碩
淳
の
絵
解
く
一
心
十
界
図
に
見
入
っ
て
い
た
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
猪
苗
代
湖
畔
の
野
口
英
世
記
念
館
に
は
、
英
世
が
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
九
月
に
帰
郷
し
た
折
り
、
英
世
シ
カ
小
林
栄
が
中
田
観
音
に
お
礼
参
り
し
た
写
真
が
展
示
し
て
あ
り
、
中
田
観
音
の
御
影
ふ
だ
が
写
っ
て
い
ま
す
。
弘
安
寺
の
所
伝
に
よ
る
と
、
シ
カ
は
毎
月
十
七
日
午
前
一
時
頃
に
な
る
と
、
は
る
ば
る
猪
苗
代
か
ら
三
十
㎞
の
道
の
り
を
歩
い
て
参
詣
し
、
観
音
堂
に
一
晩
お
籠
り
を
す
る
月
詣
り
を
し
て
英
世
の
無
事
を
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明
治
時
代
後
期
祈
願
し
続
け
た
と
い
い
ま
す
。
シ
カ
は
居
間
の
壁
に
「
め
ぐ
り
来
て
四
方
の
千
里
を
な
が
む
れ
ば
こ
れ
ぞ
会
津
の
中
田
な
る
ら
む
」
と
詠
ま
れ
た
御
影
ふ
だ
を
貼
り
、
英
世
に
は
毎
年
観
音
の
お
守
り
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
英
世
は
十
五
年
ぶ
り
に
無
事
帰
郷
で
き
た
の
で
す
か
ら
、
シ
カ
が
送
り
続
け
た
お
守
り
は
土
守
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
英
世
に
帰
郷
を
決
意
さ
せ
た
の
は
一
通
の
手
紙
で
し
た
。
そ
れ
は
、
英
世
自
身
が
、
「
私
が
三
十
五
歳
の
時
、
あ
る
一
通
の
手
紙
が
日
本
か
ら
届
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
に
日
本
へ
の
帰
省
を
催
促
す
る
母
か
ら
の
手
紙
で
し
た
。
年
老
い
た
母
が
、
幼
い
こ
ろ
習
っ
た
字
を
一
生
懸
命
思
い
出
し
な
が
ら
書
い
た
手
紙
。
一
文
字
一
文
字
か
ら
深
い
愛
情
が
感
じ
ら
れ
、
幾
度
も
読
み
返
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
英
世
に
と
っ
て
、
母
親
の
「
深
い
愛
情
が
感
じ
ら
れ
」
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
手
紙
は
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
て
、
「
お
ま
イ
の
○
し
せ
に
は
○
み
な
た
ま
け
ま
し
た
○
わ
た
く
し
も
よ
ろ
こ
ん
で
を
り
ま
す
る
」
で
始
ま
る
あ
ま
り
に
有
名
な
も
の
で
す
が
、
し
か
し
、
シ
カ
の
こ
の
手
紙
は
手
紙
の
形
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
感
情
の
ま
ま
で
す
。
愛
情
苦
情
願
望
が
露
わ
に
表
出
し
、
ま
た
そ
の
文
字
も
気
合
い
で
造
形
し
た
と
い
う
お
も
む
き
で
す
。
そ
れ
に
、
当
時
の
英
世
に
と
っ
て
は
、
あ
る
意
味
、
「
貰
っ
て
も
困
る
」
手
紙
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
お
そ
ら
く
こ
れ
を
読
ん
だ
と
き
、
英
世
は
息
苦
し
さ
を
感
じ
た
は
ず
で
す
が
、
し
か
し
、
母
の
「
ま
ご
こ
ろ
」
は
英
世
の
心
に
激
し
く
伝
わ
り
、
そ
れ
が
英
世
に
帰
国
を
決
心
さ
せ
る
決
定
打
と
な
っ
た
の
で
す
。
手
紙
の
威
力
と
は
い
か
に
凄
ま
じ
い
も
の
か
、
無
学
の
母
親
の
叫
び
と
は
い
か
に
心
震
わ
せ
る
も
の
な
の
か
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
手
紙
を
読
む
限
り
、
文
面
だ
け
読
め
ば
シ
カ
は
相
当
な
わ
が
ま
ま
で
す
。
自
分
の
「
願
い
」
を
強
引
に
叶
え
よ
う
と
す
る
ふ
し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
手
紙
を
書
い
た
時
、
シ
カ
は
外
国
で
大
活
躍
す
る
我
が
子
か
ら
「
見
捨
て
ら
れ
る
」
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
シ
カ
に
と
っ
て
、
自
分
と
清
作
を
結
ぶ
も
の
は
毎
年
送
り
続
け
て
い
る
中
田
観
音
の
お
守
り
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
守
り
は
清
作
と
自
分
を
結
び
つ
け
る
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
ツ
ー
ル
で
し
た
。
し
か
し
、
見
捨
て
ら
れ
た
な
ら
、
「
息
子
清
作
と
過
ご
し
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
が
崩
壊
し
ま
す
。
そ
の
危
惧
が
シ
カ
に
手
紙
を
書
か
せ
た
大
き
な
理
由
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。
し
つ
こ
い
ま
で
の
「
は
や
く
き
て
く
た
さ
れ
」
の
連
呼
と
、
そ
の
返
事
を
待
ち
な
が
ら
、
「
ね
て
も
ね
む
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
記
す
の
は
、
シ
カ
の
心
の
不
安
と
焦
り
が
直
截
に
表
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
実
を
云
え
ば
、
英
世
へ
の
手
紙
を
書
く
ま
で
シ
カ
が
全
く
文
字
を
書
け
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
問
の
経
験
が
無
く
、
字
が
書
け
な
か
っ
た
シ
カ
は
、
息
子
に
一
目
会
い
た
さ
に
囲
炉
裏
の
灰
に
指
で
字
を
書
く
練
習
を
し
て
手
紙
を
書
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
導
し
て
く
れ
た
の
は
、
ゐ
少
（
英
昌
）
と
い
う
修
験
者
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
広
く
知
ら
れ
た
感
動
譚
で
す
が
、
し
か
し
、
シ
カ
は
畑
仕
事
や
荷
物
運
び
の
か
た
わ
ら
、
産
婆
の
仕
事
も
し
て
お
り
ま
し
た
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
産
婆
規
則
と
産
婆
名
簿
登
録
規
則
が
発
布
さ
れ
、
産
婆
の
仕
事
を
す
る
に
は
講
習
を
受
け
、
検
定
試
験
に
も
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
四
十
五
歳
の
頃
か
ら
産
婆
を
副
業
と
し
て
い
た
シ
カ
は
必
死
で
勉
強
し
、
検
定
試
験
に
も
合
格
し
て
念
願
の
産
婆
資
格
を
得
た
の
で
し
た
。
そ
の
生
涯
に
取
り
上
げ
た
子
ど
も
は
二
千
人
あ
ま
り
。
不
思
議
な
こ
と
に
そ
の
す
べ
て
が
安
産
で
し
た
。
そ
の
理
由
を
尋
ね
ら
れ
る
と
、
シ
カ
は
「
そ
れ
は
オ
レ
一
人
で
や
っ
て
ん
で
ね
え
が
ら
だ
し
。
お
産
の
時
は
必
ず
観
音
さ
ま
に
お
祈
り
し
な
が
ら
や
ん
の
し
。
そ
う
し
っ
と
観
音
さ
ま
が
お
力
を
貸
し
て
く
れ
ら
ん
の
し
」
と
答
え
る
の
が
常
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
元
本
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
師
宮
島
鏡
、
補
関
口
）
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水
戸
羅
漢
寺
境
内
之
図
水
戸
の
羅
漢
寺
は
巨
大
な
木
食
寺
だ
っ
た
。
水
戸
城
下
の
外
れ
、
現
在
の
水
戸
市
酒
門
町
付
近
に
あ
っ
た
と
い
う
羅
漢
寺
は
、
『
水
戸
市
史
』
中
巻
（
二
）
に
載
せ
る
丹
澄
氏
蔵
『
城
下
絵
図
』
に
、
他
を
圧
し
ひ
と
き
わ
偉
容
を
誇
る
豪
壮
な
建
造
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
水
戸
藩
の
天
保
の
改
革
に
よ
っ
て
破
却
さ
れ
、
つ
い
に
は
庫
裏
か
ら
自
火
を
出
し
て
悉
く
焼
滅
し
尽
く
し
、
今
も
残
る
羅
漢
橋
が
わ
ず
か
に
名
残
り
を
伝
え
る
だ
け
で
、
そ
の
跡
か
た
さ
え
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
『
水
戸
市
史
』
中
巻
（
三
）
に
よ
れ
ば
、
「
羅
漢
寺
は
塩
子
（
七
会
村
）
の
仏
国
寺
の
木
食
観
海
が
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
か
ら
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
ま
で
十
四
年
間
を
費
や
し
て
建
立
し
た
寺
で
、
五
百
羅
漢
像
を
安
置
し
、
高
さ
九
丈
二
尺
余
、
下
階
の
間
数
一
八
間
に
一
四
間
、
上
階
は
一
四
間
に
七
間
で
、
そ
の
宏
壮
な
伽
藍
は
数
キ
ロ
先
か
ら
旅
人
の
眼
に
映
り
、
縁
日
の
物
詣
で
に
は
善
男
善
女
で
賑
わ
っ
た
」
と
い
う
。
ま
た
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
十
一
月
に
羅
漢
寺
住
職
の
舜
興
が
水
戸
藩
寺
社
方
に
差
出
し
た
資
料
（
前
田
香
径
氏
「
木
食
観
海
に
就
い
て
」

「
木
上
人
之
研
究
」
四
、
一
九
七
四
所
載
）
に
よ
れ
ば
、
木
食
観
海
に
よ
る
五
百
羅
漢
堂
の
建
立
が
明
和
七
年
八
月
に
成
就
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
当
寺
開
山
木
食
観
海
上
人
也
。
出
生
奥
州
岩
城
多
賀
新
町
、
木
村
氏
産
也
。
于
時
塩
子
村
仏
国
寺
ニ
住
而
諸
堂
建
立
。
後
心
願
ニ
而
同
村
十
円
寺
ト
申
高
根
村
太
山
寺
末
寺
ニ
而
寺
地
有
之
而
已
。
為
法
興
隆
引
寺
再
建
御
願
指
上
御
聞
済
被
下
置
候
。
源
良
公
様
御
時
代
厚
思
召
以
当
地
ニ
新
規
御
除
地
四
丁
四
方
宝
暦
六
年
ニ
拝
領
仰
付
、
五
百
羅
漢
堂
諸
建
仕
候
、
明
和
七
年
八
月
成
就
。
同
年
八
月
入
仏
供
養
仕
。
同
九
年
御
願
之
上
十
円
寺
離
末
罷
成
、
此
年
上
京
仕
御
室
御
所
御
直
末
相
承
。
院
室
ニ
罷
成
被
為
仕
上
人
。
三
月
十
日
参
内
相
済
致
下
国
、
八
月
朔
日
登
城
被
仰
出
候
。
暫
永
住
仕
候
而
奉
御
武
運
長
久
者
也
。
此
ニ
及
老
衰
、
安
永
四
年
十
二
月
二
十
四
日
、
歳
七
拾
八
才
ニ
而
遷
化
仕
候
。
外
ニ
行
状
等
筆
記
無
之
、
右
相
分
不
申
候
。
御
造
営
等
一
切
無
御
座
候
。
し
か
し
、
冒
頭
に
掲
出
し
た
『
水
戸
羅
漢
寺
境
内
之
図
』
の
画
面
右
端
に
は
、
宝
暦
五
歳
乙
亥
十
二
月
、
五
百
羅
漢
建
立
。
拝
領
地
五
万
七
千
六
百
坪
。
但
シ
四
方
ナ
リ
。
水
戸
羅
漢
開
山
木
食
観
海
印
施
と
刻
さ
れ
て
い
て
、
羅
漢
寺
の
創
建
年
時
や
寺
領
が
、
『
水
戸
市
史
』
や
舜
興
の
差
出
資
料
の
内
容
と
は
大
き
く
相
違
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
刻
文
が
事
実
を
伝
え
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
「
宝
暦
五
歳
乙
亥
十
二
月
五
百
羅
漢
建
立
」
と
あ
り
、
仏
国
寺
の
住
職
だ
っ
た
と
い
う
木
食
観
海
が
「
水
戸
羅
漢
開
山
」
を
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
羅
漢
寺
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
十
二
月
に
す
で
に
建
立
開
山
さ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
観
海
は
、
五
百
羅
漢
堂
の
落
成
記
念
と
し
て
こ
の
『
水
戸
羅
漢
寺
境
内
之
図
』
を
有
縁
の
人
々
に
印
施
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
境
内
之
図
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
寺
領
も
五
万
七
千
六
百
坪
と
極
め
て
広
大
で
、
二
王
門
を
潜
れ
ば
、
境
内
に
は
高
九
丈
八
尺
、
長
十
八
間
、
横
十
四
間
を
誇
る
巨
大
な
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江
戸
時
代
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
二
重
屋
根
の
羅
漢
堂
を
中
心
に
、
開
山
堂
三
重
塔
鐘
楼
施
餓
鬼
堂
百
観
音
堂

弁
天
堂
五
大
尊
堂
が
建
ち
並
び
、
秋
葉
権
現
稲
荷
明
神
青
龍
権
現
飯
綱
権
現
等
々
の
小
堂
ほ
か
、
太
守
貴
顕
を
迎
え
る
た
め
の
御
成
御
殿
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
宝
蔵
も
二
つ
あ
り
、
寺
の
庫
裏
も
並
み
の
広
さ
で
は
な
か
っ
た
。
羅
漢
寺
は
従
来
云
々
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に
規
模
豪
壮
な
建
造
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
水
戸
羅
漢
寺
の
境
内
図
は
も
う
一
つ
あ
る
。
水
戸
市
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
墨
刷
羅
漢
寺
境
内
之
図
』
（
四
二
四
×
三
二
〇
㎝
）
で
あ
る
。
同
館
の
厚
意
あ
る
御
許
可
を
得
た
の
で
、
こ
こ
に
掲
出
し
た
い
。
こ
の
境
内
図
に
は
、
画
面
下
方
に
、
羅
漢
堂
境
内
四
丁
四
方
ノ
西
ニ
建
立
棟
数
大
底
図
、
羅
漢
堂
ノ
内
陳
坪
山
地
ニ
仕
リ
、
柴
採
敷
、
春
夏
秋
冬
、
四
季
ノ
草
花
モ
サ
キ
乱
レ
候
風
景
宜
敷
、
羅
漢
ハ
山
ノ
峯
或
谷
ニ
立
マ
フ
候
間
、
内
陳
一
目
見
ヘ
申
候
。
不
残
五
百
尊
拝
見
成
□
申
候
。
尤
上
ノ
重
ニ
参
詣
之
衆
登
申
候
様
ニ
仕
候
。
上
ノ重
ニ尺
加
フ
ケ
ン
文
殊
十
六
羅
漢
立
申
候
。
願
主
水
戸
仏
国
寺
十
八
世
木
食
観
海
と
い
う
一
文
が
刻
さ
れ
て
い
て
、
「
願
主
水
戸
仏
国
寺
十
八
世
木
食
観
海
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
羅
漢
寺
境
内
に
築
か
れ
る
べ
き
建
造
物
の
大
概
を
描
い
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。「
羅
漢
堂
の
内
陣
に
は
小
高
い
坪
山
を
築
い
て
高
麗
芝
を
敷
き
、
春
夏
秋
冬
、
四
季
の
草
花
が
咲
き
乱
れ
る
風
景
は
ま
こ
と
に
よ
く
、
五
百
羅
漢
は
山
の
峯
、
谷
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
で
、
内
陣
の
五
百
羅
漢
は
一
目
で
拝
観
で
き
、
二
重
の
上
層
に
は
釈

普
賢
文
殊
十
六
羅
漢
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
層
ま
で
参
詣
の
衆
徒
が
登
れ
る
よ
う
設
え
て
あ
る
」
と
羅
漢
寺
の
建
築
構
想
を
説
明
し
て
い
る
。
願
主
の
仏
国
寺
十
八
世
木
食
観
海
は
、
こ
れ
を
勧
進
の
折
り
に
印
施
し
、
喜
捨
を
乞
う
た
の
で
あ
る
。
観
海
は
木
行
道
に
木
食
戒
を
授
け
た
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
行
道
の
自
伝
と
も
い
う
べ
き
『
四
国
堂
心
願
鏡
』
に
、
「
ソ
ノ
ノ
チ
日
本
廻
国
修
行
セ
ン
ト
大
願
ヲ
、
ヲ
コ
シ
テ
、
法
身
ス
ル
事
四
十
五
歳
ノ
年
ナ
リ
、
ソ
ノ
節
ヒ
タ
チ
ノ
国
木
観
海
上
人
ノ
弟
子
ト
ナ
リ
、
木
カ
イ
ヲ
ツ
ギ
、
ヲ
ヨ
ソ
四
十
年
ラ
イ
ノ
、
修
行
ナ
リ
」
と
あ
る
。
行
道
四
十
五
歳
と
い
え
ば
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
の
こ
と
で
、
『
水
戸
市
史
』
中
巻
（
二
）
に
よ
れ
ば
羅
漢
寺
が
失
火
で
灰
塵
に
帰
し
た
年
で
あ
る
。
行
道
の
研
究
者
に
は
、
行
道
は
師
観
海
に
協
力
し
て
羅
漢
寺
の
再
建
に
尽
力
し
た
は
ず
で
あ
り
、
で
あ
れ
ば
杳
と
し
て
不
明
な
行
道
の
入
滅
地
も
観
海
の
墓
地
の
あ
る
仏
国
寺
の
奥
院
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
む
き
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
行
道
は
右
の
一
文
の
ほ
か
に
は
、
師
観
海
に
つ
い
て
、
羅
漢
寺
に
つ
い
て
何
も
語
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
『
岩
谷
山
仏
国
寺
由
来
』
（
ガ
リ
版
刷
、
無
刊
記
）
に
よ
る
と
、
仏
国
寺
は
紀
州
高
野
山
宝
性
院
末
の
古
義
真
言
宗
寺
院
で
、
開
山
は
弘
法
大
師
、
本
尊
は
十
一
面
観
音
、
陽
成
院
の
勅
を
受
け
た
教
導
上
人
が
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
六
月
に
中
興
し
た
と
い
う
。
ま
た
同
書
は
、
仏
国
寺
十
三
世
禅
海
が
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
編
纂
し
た
と
い
う
『
岩
谷
山
縁
起
巻
上
』
と
『
岩
谷
山
秘
伝
巻
下
』
を
載
せ
、
か
つ
て
弓
削
道
鏡
が
仏
国
寺
に
廬
舎
を
結
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
孝
兼
天
皇
が
尋
ね
来
て
、
宮
殿
を
構
え
て
と
も
に
交
会
偃
仰
の
日
々
を
過
ご
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
享
保
の
こ
ろ
に
は
、
本
尊
の
十
一
面
観
音
は
孝
兼
天
皇
の
化
身
と
さ
れ
、
俗
に
大
開
観
音
と
称
さ
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
（
関
口
靜
雄
）
（
あ
べ
み
か
歴
史
文
化
学
科
）
（
て
ら
つ
ま
り
え
生
活
機
構
研
究
科
生
活
文
化
史
研
究
専
攻
修
了
生
）
（
せ
き
ぐ
ち
し
ず
お
歴
史
文
化
学
科
）
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